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書陵部紀要第74号

一
、
は
じ
め
に

図
書
寮
文
庫
蔵
『
明
み
ん
の
し
ん
そ
う
ほ
う
た
い
こ
う
に
お
く
る
し
ょ

神
宗
贈
豊
太
閤
書
』（
函
架
番
号
：
Ｅ
四

−

二
）
は
明
代
の

勅
諭
の
一
実
例
と
し
て
、
ま
た
羽
柴
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
重
要
史
料
と
し
て
著
名
な
も
の

で
あ
る
）
1
（

。
本
資
料
に
つ
い
て
は
す
で
に
当
部
で
も
『
図
書
寮
典
籍
解
題
─
─
歴
史
篇
』

（
養
徳
社
、
一
九
五
〇
年
）
や
『〝
古
代
中
世
の
対
外
関
係
史
料
〟
展
示
目
録
』（
当
部
、

一
九
八
九
年
）
で
も
採
り
上
げ
ら
れ
、
基
礎
的
な
解
説
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
大
庭
脩

「
豊
臣
秀
吉
を
日
本
国
王
に
封
ず
る
誥
命
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀

要
』
四
、
一
九
七
一
年
）・
中
村
栄
孝
「
豊
臣
秀
吉
の
日
本
国
王
冊
封
に
関
す
る
誥
命
・

勅
諭
と
金
印
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
三
〇
〇
、
一
九
七
三
年
）
は
、
本
勅
諭
を
含
む

冊
封
ア
イ
テ
ム
の
総
合
的
検
討
で
あ
り
、
主
要
な
先
行
研
究
と
し
て
特
筆
せ
ら
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
本
文
の
内
容
で
あ
る
と
か
、
様
式
・
形
態
に
注
目
す
る

の
が
主
で
、
伝
来
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
軽
く

0

0

扱
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
あ
る
意
味
当
然

の
こ
と
で
、
実
物
を
も
と
に
政
治
・
軍
事
・
外
交
を
論
ず
る
こ
と
に
は
多
大
な
意
義
が
あ

り
、
そ
れ
が
優
先
的
地
位
を
占
め
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
よ
い
は
ず
が
な
い
の
は
自
明
で
あ
る
。
否
、
伝
来
ま
で
考
え
て
初

め
て
史
料
の
内
容
が
意
味
を
持
つ
は
ず
だ
。
本
稿
で
は
こ
の
勅
諭
の
伝
来
を
探
れ
る
と
こ

ろ
ま
で
探
る
こ
と
で
、
当
該
史
料
を
用
い
た
今
後
の
研
究
の
一
助
と
し
た
い
。

な
お
、
末
尾
に
本
稿
に
関
る
事
項
を
ま
と
め
て
年
表
に
し
て
お
い
た
の
で
、
適
宜
参
照

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二
、
宮
内
省
に
入
る
─
─
近
代
の
伝
来
経
緯
─
─

現
在
図
書
寮
文
庫
に
あ
る
の
は
、
旧
図
書
寮
（
一
八
八
四
〜
一
九
四
九
）
か
ら
引
継
い

だ
か
ら
だ
が
、
ま
ず
こ
の
図
書
寮
入
蔵
の
あ
た
り
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。

宮
内
省
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
た
の
は
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
五
月
四
日
で
、
移

管
元
は
「
帝
室
宝
器
主
管
」
で
あ
る
（『
図
書
録
』
明
治
二
十
五
〜
二
十
六
年
（
宮
内
公

文
書
館
蔵
、
識
別
番
号
：
九
九
〇
二
七
六
（
旧
番
号
乙
二
七
六
）））。
現
在
の
宮
内
庁
の

組
織
上
で
も
「
皇
室
経
済
主
管
」
な
ど
類
似
の
名
称
が
残
る
よ
う
に
、「
帝
室
宝
器
主
管
」

は
部
局
名
で
は
な
く
、
御
物
等
皇
室
の
宝
物
・
器
物
類
の
管
理
責
任
者
の
こ
と
で
、
明
治

『
明
神
宗
贈
豊
太
閤
書
』
の
伝
来
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『明神宗贈豊太閤書』の伝来

二
十
三
年
六
月
六
日
に
税
所
篤
子
爵
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
（『
公
文
類
聚
』
第
十
四
編
・

明
治
二
十
三
年
・
第
四
巻
・
官
職
一
・
職
制
章
程
一
（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
：

類
〇
〇
四
五
〇
一
〇
〇
））。
正
倉
院
宝
物
の
管
理
な
ど
に
つ
い
て
も
名
の
見
え
る
役
職
で

あ
る
。
な
お
、
実
際
上
は
、
内
事
課
が
管
理
し
て
い
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
こ
れ
よ
り
先
、

同
年
四
月
十
二
日
に
、
同
じ
く
帝
室
宝
器
主
管
の
所
管
す
る
御
物
の
一
部
が
、
帝
国
博
物

館
に
移
管
さ
れ
て
い
る
（『
帝
室
例
規
類
纂
稿
本
』
九
三
明
治
二
十
五
年
／
什
宝
門
（
宮

内
公
文
書
館
蔵
、
識
別
番
号
：
二
三
三
八
六

−

九
三
））。
ふ
た
つ
は
無
関
係
で
は
あ
る
ま

い
。
初
期
の
御
物
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
両
移
管
は
重
要
な
事
例
だ
ろ
う
。

次
で
、
宮
内
省
に
入
っ
て
き
た
経
緯
は
、「
明
治
十
七
年
十
二
月
／
杉
宮
内
二
等
出
仕

申
立
」
に
よ
る
「
御
買
上
」
と
さ
れ
て
い
る
（『
御
物
目
録　

博
物
館
旧
蔵
原
簿
』（
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
請
求
記
号
：
貴
五
三

−

一
））。「
杉
宮
内
二
等
出
仕
」
は
、
長
州

出
身
の
官
僚
・
杉
孫
七
郎
（
一
八
三
五
〜
一
九
二
〇
）
で
あ
る
。

杉
は
、
彼
の
日
記
『
日
載
』（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
寄
託
、
杉
孫
七
郎
関
係

文
書
一
〇
〇
六
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
七
月
五
日
に
博
物
局
長
の
兼
勤
を
仰
付
け
ら
れ
、

十
月
十
六
日
に
免
ぜ
ら
れ
る
ま
で
勤
め
て
い
た
。『
日
載
』
に
は
勅
諭
購
入
の
件
に
つ
い

て
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
先
の
『
御
物
目
録　

博
物
館
旧
蔵
原
簿
』
に
、
年
次
を
異
に

す
る
、
博
物
局
を
経
た
御
買
上
も
あ
る
こ
と
か
ら
敷
衍
す
れ
ば
、
杉
の
申
立
に
基
づ
き
、

博
物
局
を
経
て
、
御
物
と
し
て
買
上
げ
ら
れ
た
と
思
し
い
。
当
該
目
録
が
「
博
物
館
旧
蔵

原
簿
」
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
考
え
を
支
証
す
る
だ
ろ
う
。

ま
た
実
際
の
買
上
は
杉
の
博
物
局
長
退
任
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
杉
の
在
任
中
に
購
入

で
話
は
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
後
実
行
せ
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

入
手
経
緯
と
し
て
は
次
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
）
2
（

。

　

1　

杉
自
身
の
人
脈
で
前
所
有
者
か
ら
得
た
。

　

2　

前
所
有
者
に
よ
る
博
物
局
へ
の
直
接
の
持
込
み
。

　

3　

井
上
馨
の
仲
介
、
ま
た
は
旧
蔵
。

1
が
最
も
自
然
な
考
え
方
。
2
は
そ
れ
に
次
ぐ
だ
ろ
う
。
3
は
『
日
載
』
を
見
る
と
、

こ
の
当
時
杉
は
頻
繁
に
鳥
居
坂
の
井
上
邸
を
訪
ね
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る

ひ
と
つ
の
可
能
性
に
過
ぎ
な
い
─
─
い
う
ま
で
も
な
く
、
井
上
侯
が
明
治
を
代
表
す
る
古

美
術
愛
好
家
で
あ
る
こ
と
も
重
要
な
要
素
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
段
階
で
即
断
は
出
来

ぬ
。併

せ
て
、
こ
の
当
時
御
物
と
し
て
御
買
上
に
な
っ
た
こ
と
は
、
明
治
天
皇
の
大
坂
行
幸

（
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
））
以
来
、
羽
柴
秀
吉
の
事
績
が
再
評
価
さ
れ
、
豊
国
神
社
の
再

興
な
ど
が
進
ん
で
い
た
こ
と
（
本
殿
が
明
治
十
三
年
再
建
）
と
も
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

話
の
本
筋
で
は
な
い
か
ら
、
指
摘
だ
け
し
て
お
く
。

問
題
は
博
物
局
が
誰
か
ら
購
入
し
た
か
で
あ
る
け
れ
ど
も
、『
日
載
』
に
も
、『
御
物
目

録
』
に
も
記
事
が
見
え
な
い
た
め
判
然
と
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
、
序
盤
か
ら
誠
に
恐
縮
な
が

ら
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
て
留
保
し
て
お
く
。

と
こ
ろ
で
、
そ
れ
以
前
の
所
有
者
─
─
こ
れ
は
実
際
博
物
局
の
購
入
し
た
相
手
か
も
し

れ
ぬ
─
─
は
塩
し
お
の
や谷
良
り
ょ
う
翰かん
（
一
八
三
五
〜
一
九
二
三
）
と
い
う
人
物
で
あ
る
ら
し
い
。
明

治
二
十
一
年
四
月
『
東
洋
學
會
雜
誌
』
第
二
編
第
六
号
に
、
ま
ず
井
上
通
泰
（
南
天
荘
）

よ
り
送
ら
れ
た
写
と
い
う
こ
と
で
全
文
お
よ
び
略
解
説
が
載
り
、
続
報
の
格
好
で
同
誌
第

二
編
第
八
号
に
塩
谷
時
敏
（
青
山
）
が
同
号
所
掲
の
箚
符
・
誥
命
等
と
と
も
に
色
々
と
解

説
し
て
い
る
中
に
「
聞
ク
今
館
林
ノ
人
塩
谷
良
輸
（
マ
マ
）ノ
許
ニ
在
リ
ト
」
と
あ
る
）
3
（

。「
今
」、
す

な
わ
ち
明
治
二
十
一
年
は
す
で
に
御
物
と
な
っ
て
お
り
齟
齬
が
あ
る
が
、
南
天
荘
は
勅
諭

と
誥
命
と
を
、
実
物
で
は
な
く
模
本
で
見
た
と
言
い
、
こ
の
所
蔵
情
報
も
伝
聞
で
あ
る
。

彼
は
後
年
宮
内
省
・
宮
中
と
関
係
が
深
く
な
る
け
れ
ど
も
）
（
（

、
こ
の
こ
ろ
は
ま
だ
そ
の
よ
う
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『明神宗贈豊太閤書』の伝来

な
段
階
に
な
い
。
し
た
が
っ
て
御
物
の
情
報
な
ど
伝
聞
で
す
ら
入
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
だ
。
よ
っ
て
明
治
二
十
一
年
段
階
で

0

0

0

0

0

0

0

0

0

塩
谷
）
（
（

所
蔵
と
は
誤
伝
な
る
べ
し
。

こ
う
い
う
齟
齬
が
あ
る
と
ま
ず
こ
の
伝
来
情
報
自
体
を
疑
い
た
く
も
な
る
が
、
ひ
と
ま

ず
措
い
て
次
へ
進
み
な
が
ら
改
め
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
そ
の
前
は
、
佐さ

藤とう
坦たい
ら（
一
斎
、
一
七
七
二
〜
一
八
五
九
）
で
あ
る
。
そ
の
所

以
は
佐
藤
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
三
種
の
『
愛
日
楼
蔵
書
目
）
（
（

』
の
う
ち
の
第
一
─
─
現
在
の

請
求
記
号
に
従
っ
た
順
序
。
蓋
し
第
二
、
第
一
、
第
三
の
順
に
成
る
も
の
な
ら
ん
─
─
の

当
該
勅
諭
の
項
の
上
部
に
「
塩
」
字
の
墨
書
記
号
が
附
い
て
い
る
か
ら
で
、
こ
れ
は
塩
谷

が
佐
藤
家
、
あ
る
い
は
蔵
書
を
引
継
い
だ
ら
し
い
河
田
家
よ
り
直
接
譲
り
受
け
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
先
に
私
が
井
上
の
伝
聞
と
い
う
曖
昧
な
情
報
に
よ
る

塩
谷
所
蔵
説
を
あ
え
て
斥
け
な
か
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
目
録
の
本
文
は
左
の
如

し
。〔

愛
日
楼
蔵
書
目
、
第
一
、
掛
幅
類
〕

　
　
「
（
異
筆
）塩
」　

○
（
印
）		

明
神
宗
諭
豊
大
（
マ
マ
）閤

　
　
「
（
異
筆
）現
」　

○
（
印
）		

時
雨
堂
記

　
　
「
（
異
筆
）同
」　

○
（
印
）		

快
烈
先
生
墓
表

	
	

…	
	

	

　
○
原
本

最
後
に
成
っ
た
ら
し
い
第
三
に
は
、
掛
幅
類
以
下
の
記
事
を
欠
く
が
、
も
し
こ
れ
ら
の

目
録
が
複
数
冊
か
ら
成
る
も
の
で
あ
れ
ば
と
も
か
く
、
い
ず
れ
も
一
冊
で
完
結
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
目
録
の
と
お
り
掛
幅
類
が
無
か
っ
た
、
言
い
換
え

れ
ば
第
三
の
成
立
以
前
に
所
有
が
他
へ
移
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
穏
当
な
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
そ
の
よ
う
に
推
測
し
て
お
こ
う
。

三
、
近
世
後
期
の
伝
来

そ
し
て
、
佐
藤
の
前
は
平
戸
藩
主
松まつ
ら浦
清きよ
し（
静
山
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
明
神
宗
贈

豊
太
閤
書
』
附
属
の
包
布
上
に
縫
付
け
ら
れ
た
白
布
に
、「
天
保
九
年
四
月
廿
一
日
平
戸

老
侯
貺　

坦
記
」（「
貺
」
は
贈
る
の
意
）
と
墨
書
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
、

す
で
に
諸
先
行
研
究
や
前
述
の
塩
谷
青
山
の
解
説
中
に
も
あ
る
。

ま
た
松
浦
よ
り
入
手
し
た
経
緯
は
、
佐
藤
の
日
記
『
腹
暦
』
に
も
見
え
て
お
る
）
（
（

。
関
連

す
る
記
事
を
列
記
し
て
お
く
。

〔
腹
暦
、
天
保
九
年
四
月
十
三
日
条
〕
十
三
、
晴
、
…
水
（
徳
川
斉
昭
）
府
静（松
浦
清
）

山
公
之
明
人
書
返

ル
、
…　
○
自
筆
原

本
影
印

〔
腹
暦
、
天
保
九
年
四
月
二
十
一
日
条
〕
廿
一
、
晴
、
…
静
山
老
侯
五四
時
御
越
し
、

崇万
禎暦
帝
諭
文
自
静
山
公
拝
受
、　
○
同

〔
腹
暦
、
天
保
九
年
閏
四
月
十
五
日
条
〕
十
五
、
微
雨
、
…
静
山
老
侯
へ
参
る
、
諭

文
之
謝
記
文
一
篇
、
虫
巣
織
一
反
呈
、　
○
同

加
え
て
こ
れ
に
対
応
す
る
記
事
が
、
松
浦
の
著
作
『
甲
子
夜
話
三
篇
』
に
も
あ
り
、
松

浦
の
入
手
か
ら
、
佐
藤
へ
渡
る
ま
で
の
経
緯
─
─
近
世
後
期
に
お
け
る
伝
来
─
─
を
あ
る

程
度
復
原
で
き
る
。
以
下
遡
り
な
が
ら
見
て
ゆ
こ
う
。

〔
甲
子
夜
話
三
篇
、
四
六

−

一
四
〕
既
に
三
十
九
巻
に
録
せ
し
、
予
が
蔵
に
豊（豊
臣
秀
吉
）

太
閤

文
禄
朝
鮮
を
伐
し
と
き
、
明
帝
の
吾
に
和
好
の
諭
文
を
貯
る
こ
と
を
伸
ぶ
。
又
六

七
年
前
、
故
有
て
予
が
隠
荘
の
園
中
に
祖
先
法（松
浦
鎮
信
）

印
公
の
影
堂
を
営
む
。
…
或
日
心

中
に
格
銘
せ
し
は
、
此
諭
文
は
全
く
神
宗
〔
明
帝
の
号
〕
の
豊
公
を
欺
し
者
な
り
。

法
印
公
今
に
在
さ
ば
、
視
て
必
ず
破
裂
投
棄
せ
ら
る
当
し
。
先
年
は
予
古
器
珍
世
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『明神宗贈豊太閤書』の伝来

の
ゆ
ゑ
を
以
て
購
蔵
す
。
今
能
く
忠
孝
を
心
に
得
れ
ば
、
金
帛
と
雖
ど
も
惜
し
か

ら
ず
。
況
ん
や
他
国
の
欺
札
、
半
時
も
置
く
に
意
な
し
。
さ
れ
ど
も
亦
希
世
の
一

物
、
等
閑
に
為ナス
べ
か
ら
ず
。
如シカ
じ
直
に
同
好
の
人
に
与
て
、
我
が
志
を
達
せ
ん
と
。

陽ヤヨ
ス
ガ
シ
岸
の
佐（佐
藤
坦
）
坦
が
居
に
携
往
て
こ
の
意
を
述
ぶ
。
坦
善
く
此
事
を
領
す
。
予
因
て

託
し
て
還
る
。
後
復
彼
居
を
訪
ふ
。
坦
曰
。
某
処
々
同
好
に
謀
る
中
、
水（
徳
川
斉

府
の
黄

門昭
）卿
に
、
君
の
激
情
を
明
證
す
。
卿
熟
視
し
て
曰
く
。
…
今
且
豊
臣
氏
の
世
に
非

れ
ど
も
、
吾
を
欺
を
以
て
為
れ
ば
、
国
君
を
汚
す
也
。
受
く
可
ら
ず
と
。
迺
返
さ

る
。
…
因
又
他
に
転
ぜ
ん
と
為
る
に
、
亦
然
ら
ず
。
惟
善
以テ
為ス
レ

宝ト
、
請
ふ
某
に

賜
ら
ん
と
。
予
大
に
其
意
を
悦
ぶ
。
即
坦
に
与
て
、
其
居
愛
日
楼
の
永
蔵
た
ら
し

む
。
坦
深
く
喜
ん
で
、
他
日
其
紀
事
を
陳
ね
予
に
贈
る
。
其
文
曰
。
…
坦
此
文
を

持
来
て
予
に
示
し
、
且
道
載
〔
亀
井
〕
が
附
詩
を
返
す
。
…
坦
又
謝
儀
と
し
て
一

巻
帛
を
添
ふ
。
…　
○
平
凡
社
東
洋
文
庫
。
振
仮
名
ハ
間
々

便
宜
省
キ
、
人
名
注
等
適
宜
私
ニ
補
ウ

要
す
る
に
、
本
勅
諭
は
明
が
日
本
を
欺
い
（
て
冊
封
を
な
し
）
た
、
そ
の
文
書
で
あ
り
、

（
実
際
に
朝
鮮
に
渡
っ
て
戦
っ
た
）
先
祖
鎮
信
へ
の
忠
孝
に
照
ら
し
て
も
自
ら
が
蔵
す
べ

き
で
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
他
人
へ
と
譲
ろ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
の
、
仲
介

0

0

者
と
し
て

0

0

0

0

白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
、
佐
藤
坦
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
、
佐
藤
は
水
戸
藩
主
・
徳
川
斉
昭
な
ど
「
同
好
」
に
交
渉
し
た
が
失
敗
）
（
（

、
あ
る

意
味
そ
の
責
任
を
引
受
け
る
格
好
で
自
ら
こ
れ
を
買
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
今
見
た
『
甲
子
夜
話
三
篇
』
四
六

−

一
四
巻
に
書
か
れ
る
と
お
り
、
同
書
三
九

巻
に
さ
ら
に
前
の
経
緯
が
書
か
れ
て
い
る
。
次
の
如
く
で
あ
る
。

〔
甲
子
夜
話
三
篇
、
三
九

−

九
〕
予
旧
年
、
西
辺
に
在
城
し
て
年
を
送
り
し
頃
、
政

暇
に
は
校
書
に
耽
て
、
月
日
を
移
せ
し
と
き
、
九
国
筑
（
黒
田
斉
清
）
侯
の
中
、
亀
井
道（魯
）載
と

称
せ
し
儒
毉
あ
り
し
が
、
鄙
隣
に
は
名
覃
て
、
学
術
も
並
ぶ
者
な
か
り
し
を
、
亢

（
八
重
洲
）

竜
の
悔
に
や
、
一
旦
罪
を
得
て
閉
居
し
て
在
り
し
が
、
又
予
が
領
内
の
漁
者
、
巨

豪
と
呼
し
益
富
な
る
者
も
、
其
門
人
な
る
を
以
て
、
憑
て
予
に
一
物
を
呈
せ
ん
と

す
。
聞
く
に
、
往
年
朝
鮮
の
役
に
、
明
、
我
を
欺
き
、
豊
太
閤
を
日
本
国
王
に
封

ず
る
の
勅
諭
な
り
。
こ
れ
道
載
窮
厄
に
依
て
、
予
を
頼
む
所
な
り
。
予
其
頃
は
、

学
業
も
未
だ
至
ら
ず
。
因
て
益
富
に
命
じ
、
金
若
干
を
与
て
道
載
を
救
ひ
、
又
彼

勅
書
を
我
に
転
ぜ
し
む
。
道
載
迺
、
詩
を
作
て
勅
書
に
附
て
贈
る
。
…　
○
同
前

こ
の
部
分
よ
り
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
松
浦
清
の
前
の
所
有
者
は
亀かめ
井い
魯ろ
（
南
冥
・

道
載
）
で
あ
る
。
先
の
文
に
も
「
道
載
」
の
名
は
見
え
て
い
た
が
、
詳
し
い
経
緯
は
今
見

た
と
お
り
で
、「
益
富
な
る
者
」
を
仲
介
と
し
て
、
当
時
困
窮
し
て
い
た
─
─
要
は
福
岡

藩
内
で
の
派
閥
抗
争
に
敗
れ
零
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
─
─
亀
井
の
所
蔵
品
を
買
取
っ
て

や
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
本
文
に
続
く
亀
井
の
詩
に
「
寛
政
戊
午
」
と
あ
る
か
ら
、
勅
諭
の
授
受
は
寛
政
十

年
（
一
七
九
八
）
の
こ
と
と
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
亀
井
の
詩
は
幅
仕
立
て
で
松
浦

氏
の
方
に
残
さ
れ
、
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
）
（
（

。

な
お
、『
明
神
宗
贈
豊
太
閤
書
』
の
「
原
本
」
は
佐
藤
坦
に
譲
っ
た
も
の
の
、
松
浦
氏

の
方
で
作
ら
れ
た
精
巧
な
写
が
遺
っ
て
い
る
）
（1
（

。
見
た
と
こ
ろ
「
原
本
」
の
影
写
を
、
裏
打

ち
し
幅
物
に
仕
立
て
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。『
古
事
類
苑
』（
外
交
部
八
、
朝
鮮
一
）
に

引
か
れ
る
神
宗
勅
諭
は
、
典
拠
を
「
松
浦
家
所
藏
文
書
」
と
す
る
が
、
こ
れ
を
指
す
の
だ

ろ
う
。

ま
た
亀
井
魯
と
松
浦
清
と
を
仲
介
し
た
、
亀
井
門
下
の
「
漁
者
」
で
「
巨
豪
」
の
「
益

富
」
だ
が
、
平
戸
生
月
島
の
捕
鯨
家
益
富
氏
だ
と
考
え
ら
れ
る
）
（（
（

。
こ
の
時
期
は
、
三
代
又

左
衛
門
正
昭
か
、
四
代
又
左
衛
門
正
真
か
、
い
ず
れ
か
だ
ろ
う
。

実
は
私
自
身
は
松
浦
写
本
の
存
在
を
知
っ
て
、
そ
の
筋
か
ら
辿
る
べ
く
ま
ず
『
甲
子
夜
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『明神宗贈豊太閤書』の伝来

話
』
を
見
、
こ
の
伝
来
経
緯
を
知
っ
た
の
だ
が
、
後
に
知
っ
た
『
東
洋
學
會
雜
誌
』
を
見

る
と
な
ん
と
青
山
先
生
は
す
で
に
こ
れ
ら
の
伝
来
を
あ
る
程
度
把
握
し
て
お
り
、
逆
に
現

代
の
研
究
者
が
ほ
と
ん
ど
こ
の
こ
と
を
忘
却
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
皮
肉
に
も
史
料
の

「
再
発
見
」
が
却
っ
て
そ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
覆
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
だ
。
明
治
人

は
仲
々
侮
れ
な
い
。

四
、
む
す
び
に
か
え
て	

　

	

─
─
神
宗
勅
諭
を
引
く
文
献
と
の
整
合
性
を
考
え
る
─
─

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
見
て
き
た
流
転
は
、
時
期
的
に
、
伊
藤
松
（
威
山
）『
鄰
好
徴
書
』

の
成
立
）
（1
（

に
前
後
す
る
が
、
本
文
は
か
な
り
原
本
に
近
く
、
乱
れ
た
本
文
を
伝
え
る
『
両
朝

平
攘
録
』
か
ら
の
孫
引
き
で
は
な
く
、
限
り
な
く
良
い
筋
か
ら
入
手
し
た
テ
ク
ス
ト
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
）
（1
（

。
一
方
、
そ
の
旧
蔵
者
情
報
に
は
齟
齬
が
あ
る
。

〔
鄰
好
徴
書
、
二

−

一
、
諭
日
本
国
王
平
秀
吉
書
幷
別
幅
、
小
字
双
行
注
〕
○
此
書

現
存
無
瑕
、
蓋
講
和
徒
、
陰
謀
不
通
、
因
免
扯
裂
乎
、　

真
書
肥
前
蓮
池
成
留
氏

蔵
、　
○
刊
本

諸
先
行
研
究
に
お
い
て
、「
成
留
」
氏
と
は
、
蓮
池
藩
家
老
だ
っ
た
成
富
氏
の
こ
と
と

考
え
ら
れ
て
い
る
）
（1
（

。
従
う
べ
き
で
あ
る
。
中
村
栄
孝
は
、
特
に
、
文
禄
慶
長
の
役
に
従
軍

し
た
成
富
茂
安
（
鍋
島
勝
茂
に
属
し
た
と
い
う
）
の
名
を
挙
げ
て
お
り
、
直
接
な
い
し
は

鍋
島
家
か
ら
成
富
家
に
伝
来
し
た
と
推
定
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

同
じ
く
成
留
氏
蔵
と
す
る
も
の
に
、
中
村
栄
孝
蔵
『
秘
録
』
が
あ
る
）
（1
（

。

〔
秘
録
〕
右
黄
色
紙
厚
加
辺
毛
紙
三
四
葉
畳
貼
、
四
辺
雲
竜
紋
印
板
也
、
宝
印
朱
色

鮮
明
、
原
本
存
在
于
肥
前
国
蓮
池
臣
成
富
家　
○
『
日
鮮
関
係
史

の
研
究
』
所
引

こ
れ
と
よ
く
似
た
記
述
が
『
慈
照
院
所
蔵
史
料
』
中
「
皇
帝
勅
諭　

日
本
国
王
秀
吉
」

に
見
え
る
）
（1
（

。

〔
皇
帝
勅
諭　

日
本
国
王
秀
吉
〕
印
之
赤
、
今
也
赫
如
珊
瑚
、
蓮
池
家
臣
石
井
又
左

衛
門
蔵
、
龍
文
板
行
也
、
紙
黄
色
厚
、
今
唐
紙
三
四
枚
如
為
合
、

如
上
書
付
有
之
也
、　　
　
　
　

元
式

　
　
　

安
永
十
辛
酉
年
□

（
二
乃
至
六
歟
）月
□（二
十
）□
□
□（日）　
○
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
写
真

帳
ニ
拠
レ
リ
、
□
ハ
判
読
不
能

こ
れ
に
よ
る
と
、
安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
当
時
は
蓮
池
藩
の
石
井
又
左
衛
門
が
蔵
し

て
い
た
と
い
う
。
石
井
又
左
衛
門
家
は
代
々
蓮
池
藩
の
家
老
の
家
柄
で
あ
る
。
同
じ
家
中

の
こ
と
ゆ
え
、
ど
ち
ら
か
ら
他
方
に
出
て
も
違
和
感
は
な
い
が
、
如
何
せ
ん
『
鄰
好
徴

書
』
の
所
蔵
者
情
報
が
年
代
的
に
合
わ
ぬ
以
上
、
所
蔵
の
先
後
は
決
し
得
な
い
。

さ
て
、
今
掲
げ
た
両
史
料
を
よ
く
読
ん
で
み
る
と
、「
四
辺
雲
竜
紋
印
板
也
、」
あ
る
い

は
「
龍
文
板
行
也
、」
と
い
っ
た
記
述
は
図
書
寮
本
と
一
致
す
る
が
、「
黄
紙
」「
紙
黄
色
」

か
と
言
わ
れ
る
と
微
妙
で
あ
る
。
明
代
の
勅
諭
の
遺
品
と
し
て
は
、
例
え
ば
正
統
八
年

（
一
四
四
三
）
十
月
二
十
五
日
付
の
英
宗
勅
諭
（
チ
ベ
ッ
ト
宛
）・
崇
禎
三
年
（
一
六
三

〇
）
六
月
十
九
日
付
の
毅
宗
勅
諭
（
朝
鮮
宛
）・
崇
禎
七
年
三
月
三
日
付
の
毅
宗
勅
諭

（
朝
鮮
宛
）
が
あ
る
が
）
（1
（

、
い
ず
れ
も
「
黄
紙
」
だ
っ
た
も
の
の
退
色
し
て
い
る
─
─
そ
う

は
い
っ
て
も
神
宗
勅
諭
ほ
ど
で
は
な
い
。
明
代
の
勅
諭
と
は
こ
う
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
。一

方
、
私
な
ど
が
「
黄
紙
」
と
言
わ
れ
て
想
起
す
る
も
の
に
、
例
え
ば
そ
れ
こ
そ
模
本

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
図
書
寮
文
庫
蔵
『
康
熙
帝
賜
琉
球
国
王
尚
貞
勅
諭
写
』（
函
架
番

号
：
Ｅ
一

−

一
九
）
の
如
き
が
あ
る
）
（1
（

。
註
（
1（
）
所
掲
報
告
書
に
お
い
て
も
、
清
代
の
勅

諭
の
図
版
が
多
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
皆
同
じ
く
文
字
ど
お
り
の
黄
紙
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
神
宗
勅
諭
の
形
態
上
の
特
徴
か
ら
、
仮
に
図
書
寮
本
自
体
が
模
本
に
類
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
も
の
と
す
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

、
伝
来
に
齟
齬
が
あ
ろ
う
と
も
お
か
し
く
は
な
い
の
だ
が
、
中
村
が

（
古
道
）
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『明神宗贈豊太閤書』の伝来

「
様
式
は
制
規
に
か
な
」
う
と
評
す
る
よ
う
に
、
雲
龍
文
の
枠
が
木
版
に
よ
る
印
刷
で
あ

り
、
本
文
が
端
正
な
墨
書
で
あ
り
、
こ
れ
は
例
え
ば
上
杉
景
勝
ほ
か
諸
将
宛
の
箚
符
な
ど

も
同
様
の
つ
く
り
な
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
ひ
ど
く
手
の
込
ん
だ
模
本

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
作
る
も
の
か
と
言
わ

れ
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
判
断
に
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
）
（1
（

。
と
も
あ
れ
、
こ
れ
は
図
書
寮
本
の

0

0

0

0

0

伝
来

0

0

と
い
う
今
回
の
本
題
で
は
な
い
し
、
今
後
の
研
究
に
委
ね
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
こ
の
他
に
勅
諭
の
姿
を
写
し
た
も
の
に
『
万
暦
帝
勅
諭
写
』（
古
河
歴
史
博
物
館

蔵
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
河
歴
史
博
物
館
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
古
河
藩
の
家
老
だ
っ

た
鷹
見
泉
石
の
旧
蔵
資
料
で
、
泉
石
は
海
外
情
報
の
収
集
で
知
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る

（
同
館
に
て
本
資
料
が
展
示
さ
れ
た
の
を
拝
見
し
た
際
、
同
じ
く
永
楽
帝
勅
論
写
・
景
轍

玄
蘇
宛
劄
付
写
等
も
あ
っ
た
。
ま
た
実
見
し
た
限
り
、『
万
暦
帝
勅
論
写
』
は
斐
紙
薄
様

を
用
い
た
影
写
本
と
思
し
い
が
、
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
く
、
朱
の
句
点
は
な
か
っ
た
。
し
た

が
っ
て
図
書
寮
本
が
直
接
の
親
本
か
、
い
ま
明
ら
か
に
で
き
な
い
）。
佐
藤
坦
と
も
交
流

が
あ
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
。
ま
た
勅
諭
の
本
文
の
み
に
つ
い
て
、
字
配
り
ま
で
ほ
と
ん
ど

そ
の
ま
ま
に
写
し
た
も
の
が
『
志
手
文
書
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
影
写
本
、
請
求

記
号
：
三
〇
七
一
．
九
五

−

五
）
中
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
写
は
い
ず
れ
も
細
か
な
誤
写
・

異
体
字
の
類
を
除
い
て
は
図
書
寮
本
と
異
同
が
認
め
ら
れ
な
い
。
と
く
に
後
者
に
は
訓
点

が
施
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
に
値
す
る
。

こ
れ
ら
と
は
別
に
、『
明
万
暦
帝
贈
豊
太
閤
書
旁
釈
』
と
い
う
本
が
あ
る
（
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
蔵
、
請
求
記
号
：
二
〇
五
一
．
九

−

二
〇
）。
こ
れ
は
東
京
高
等
師
範
学
校

教
授
・
史
料
編
纂
官
だ
っ
た
中
山
久
四
郎
の
蔵
本
の
写
。
は
じ
め
に
「
征
韓
略
記
明
帝
贈

豊
太
閤
書
簡
来
由
」
と
い
う
解
説
（
序
と
い
う
べ
き
か
）
が
つ
き
、
次
い
で
勅
諭
全
文
を

載
せ
、
訓
点
等
を
施
し
た
も
の
。
そ
の
末
尾
に
、

已
上
、
／
明
ノ
万
暦
帝
ヨ
リ
豊
太
閤
ノ
（
マ
マ
）贈
ル
所
ノ
文
ナ
リ
、
イ
マ
旗
下
ノ
人
ニ
木
下

左
門
ト
イ
フ
ア
リ
、
神
祖
豊
臣
氏
ノ
後
ヲ
タ
テ
玉
ヘ
ル
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ
、
第
宅
ノ
中

ニ
豊
国
大
明
神
ヲ
祭
リ
テ
、
明
ヨ
リ
贈
リ
タ
ル
冠
ナ
ト
ア
リ
ト
イ
ヘ
リ
、
／
右
万
暦

帝
ヨ
リ
豊
太
閤
ニ
贈
ル
ノ
書
ハ
今
マ
勢
州
亀
山
石
川
侯
ノ
文
庫
ニ
ア
リ
ト
キ
ケ
リ
、

イ
カ
ナ
ル
故
ト
イ
フ
ヿ
知
ラ
ズ
、　
○
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
蔵
謄
写
本

と
あ
る
。「
木
下
左
門
」（
木
下
利
三
（
利
房
男
、
高
台
院
養
子
）
の
子
孫
）
に
つ
い
て
の

所
伝
は
秀
吉
の
冠
に
つ
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
勅
諭
の
伝
来
と
は
無
関
係
。
ま
た
「
勢

州
亀
山
石
川
侯
ノ
文
庫
ニ
ア
リ
」
と
い
う
の
は
、
実
は
本
勅
諭
で
は
な
く
、
誥
命
の
来
由

で
あ
る
。
誤
伝
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
勅
諭
と
誥
命
の
原
本
を
見
た
こ
と
の
な
い
人
物
に
よ
る

記
述
と
考
え
る
べ
き
も
の
。
す
な
わ
ち
原
文
は
孫
引
き
に
違
い
な
い
。
こ
の
史
料
は
、
そ

の
奥
書
に
よ
れ
ば
「
神
林
氏
」
の
書
写
し
た
本
だ
が
、
神
林
氏
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

時
に
斯
く
の
如
き
を
見
る
に
、
思
い
の
ほ
か
勅
諭
の
写
が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
と

と
も
に
、
所
謂
原
本
─
─
図
書
寮
本
─
─
と
、『
両
朝
平
攘
録
』
等
に
所
引
の
勅
諭
の
文

章
と
が
、
微
妙
に
違
っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
改
め
て
考
え
た
く
な
る
の
だ
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
委
ね
る
こ
と
と
し
て
擱
筆
す
る
。
な
お
、
私
の
把
握
し

得
た
限
り
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
本
稿
末
尾
に
勅
諭
全
文
を
載
せ
て
示
し
た
の
で
参
照
さ

れ
た
い
。

註（
1
）　

本
勅
諭
の
内
容
・
解
説
に
つ
い
て
は
、
北
島
万
次
『
豊
臣
秀
吉
朝
鮮
侵
略
関
係
史
料
集
成
』

２
（
平
凡
社
、
二
〇
一
七
年
）
八
五
一
〜
五
四
ペ
ー
ジ
が
最
も
行
き
届
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
参

照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　
「
申
立
」
に
よ
る
「
御
買
上
」
な
の
だ
か
ら
、
杉
自
身
は
仲
介
者
で
あ
っ
て
旧
蔵
者
と
は

考
え
な
い
方
が
よ
か
ろ
う
。

（
3
）　

こ
の
両
塩
谷
は
親
族
で
は
な
い
。
所
蔵
者
の
良
翰
は
、
館
林
藩
士
、
幕
末
藩
論
を
新
政
府
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『明神宗贈豊太閤書』の伝来

方
に
ま
と
め
、
周
辺
諸
藩
も
説
得
し
た
。
明
治
前
期
に
は
官
僚
と
し
て
地
方
官
等
を
歴
任
、
そ

の
後
銀
行
業
な
ど
に
従
事
し
た
（『
日
本
人
名
大
辞
典
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
一
年
）、『
塩
谷
良

翰
特
旨
叙
位
ノ
件
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
記
号
：
叙
〇〇五七二一〇〇、
件
名
番
号
：
〇
〇
三
）、

『
故　

塩
谷
良
翰
（
生
存
）（
群
馬
県
）』（
同
、
請
求
番
号
：
贈
位
〇〇〇七八一〇〇、
件
名
番
号
：
〇

三
五
）、『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典　

２
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
年
）
二
三
〇
頁
な
ど
）。

紹
介
者
の
時
敏
は
、
江
戸
末
期
以
来
の
儒
者
の
家
の
出
で
、
塩
谷
誠
（
簣
山
、
良
翰
の
師
事
し

た
世
弘
（
宕
陰
）
の
弟
）
の
子
、（
旧
制
）
第
一
高
等
学
校
教
授
と
し
て
漢
文
（
漢
学
）
を
講

じ
た
。
東
京
帝
国
大
学
教
授
・
塩
谷
温
（
節
山
）
の
父
に
あ
た
る
。

（
（
）　

井
上
通
泰
は
、
図
書
頭
・
帝
室
博
物
館
総
長
と
な
っ
た
森
林
太
郎
の
友
人
の
医
師
・
歌
人

で
あ
り
、
そ
の
縁
で
後
年
御
歌
所
の
歌
人
た
ち
と
も
親
し
く
な
り
、
ま
た
自
身
も
寄
人
と
な
っ

た
。
内
閣
記
録
課
長
な
ど
を
務
め
た
柳
田
國
男
の
実
兄
で
あ
る
。

（
（
）　

こ
の
時
期
は
、
本
人
の
回
顧
録
（
子
・
恒
太
郎
編
、
民
友
社
、
一
九
一
八
年
）
塩
谷
良
翰

が
明
治
九
年
に
「
何
人
よ
り
か
自
分
の
身
上
に
關
し
虛
說
を
そ
の
筋
に
傳
へ
た
る
者
あ
る
趣
」

を
教
え
ら
れ
、
弁
明
の
た
め
内
務
省
に
上
京
の
許
可
を
伺
い
、
返
事
を
待
た
ず
に
上
京
し
た
の

を
、
東
北
巡
幸
直
前
だ
っ
た
た
め
に
見
咎
め
ら
れ
て
依
願
免
本
官
の
辞
令
を
受
け
、
そ
の
後
、

大
久
保
内
務
卿
よ
り
三
年
待
て
と
の
内
諭
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
当
の
内
務
卿
が
薨
じ
た
の
で

「
官
途
の
志
望
を
斷
念
し
」、
銀
行
業
に
従
事
し
て
い
た
（
註
（
3
）
参
照
）、
ま
さ
に
そ
の
時

期
に
あ
た
り
、
こ
の
回
顧
録
に
も
勅
諭
は
お
ろ
か
当
該
期
の
記
事
が
一
切
な
い
。

（
（
）　

こ
の
三
種
の
『
愛
日
楼
蔵
書
目
』
は
、
い
ず
れ
も
東
京
都
立
図
書
館
（
中
央
図
書
館
）
河

田
文
庫
所
蔵
（
佐
藤
坦
女
婿
・
河
田
興
（
迪てき
さ
い斎）
の
旧
蔵
書
を
、
子
・
烋よし
、
孫
・
河
田
烈いさ
お（
内

閣
書
記
官
長
・
大
蔵
大
臣
等
を
歴
任
）
が
引
継
ぎ
、
そ
の
後
都
立
図
書
館
に
入
っ
た
も
の
）。

各
書
誌
は
次
の
と
お
り
（
蔵
書
印
に
つ
き
矢
島
明
希
子
氏
の
御
教
示
を
得
た
）。

〔
第
一
〕
請
求
記
号
：
〇
二
九

−

KW

−

一
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
江
戸
末
期
写
。
二
六
．
三
㎝

×
一
九
．
五
㎝
。
左
肩
双
辺
刷
枠
内
墨
書
「
愛
日
樓
藏
書
目　

完
」。
内
題
「
愛
日
樓
書

目
」。
毎
半
五
行
。
書
入
・
追
記
・
朱
筆
注
記
・
朱
符
号
・
印
押
捺
、
切
り
貼
り
痕
、
ハ

リ
紙
あ
り
。
小
口
書
な
し
。
朱
長
方
印
「
風
自
樓
臧
弆
」「
愛
警
廬
珍
襲
」「
河
田
文

庫
」・
朱
方
印
「
東
京
都
立
日
比
谷
圖
書
館
藏
書
」・
都
立
日
比
谷
図
書
館
黒
楕
円
印
。

函
号
ラ
ベ
ル
。

〔
第
二
〕
請
求
記
号
：
〇
二
九

−

KW

−

二
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。
江
戸
末
期
写
。
二
六
．
九
㎝

×
一
八
．
五
㎝
。
左
肩
双
辺
刷
枠
内
墨
書
「
愛
日
樓
藏
書
目　

完
」。
内
題
「
愛
日
樓
書

目
」。
毎
半
五
行
。
ハ
リ
紙
に
よ
る
修
正
あ
り
。
行
間
に
順
次
追
記
。
墨
朱
書
入
あ
り

（
分
類
等
を
改
む
）。
小
口
書
な
し
。
蔵
書
印
・
ラ
ベ
ル
同
前
。

〔
第
三
〕	

請
求
記
号
：
〇
二
九

−

KW

−

三
。
和
装
・
大
本
・
一
冊
。〔
江
戸
末
期
〕
写
。
二
六
．
四

㎝
×
一
八
．
一
㎝
。
左
肩
双
辺
刷
枠
内
墨
書
「
愛
日
樓
藏
書
目　

全
」。
内
題
「
愛
日
樓

書
目
」。
毎
半
四
行
。
間
々
墨
朱
書
入
あ
り
。
小
口
書
な
し
。
蔵
書
印
・
ラ
ベ
ル
同
前
。

附
：
用
箋
二
枚
（
墨
書
文
章
あ
り
）。

（
（
）　
『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
一
三
巻
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。

（
（
）　

結
局
斉
昭
は
、
自
身
で
は
購
入
し
な
か
っ
た
が
、
写
を
作
っ
て
い
た
節
が
あ
る
。
先
に
見

た
『
東
洋
学
会
雑
誌
』
第
二
編
六
号
に
、「
水
戸
𛂌
も
此
寫
あ
り
き
」
と
あ
る
。『
彰
考
館
図
書

目
録
』
巻
之
二
十
二
、
申
部
、
雑
書
外
交
類
に
、

　
　
　

萬
曆
帝
諭
秀
吉
書　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

萬
曆
二
十
三
年　

一
枚　

四
一　

寫

　

と
あ
る
の
が
こ
れ
だ
ろ
う
（
彰
考
館
文
庫
『
彰
考
館
図
書
目
録
』（
同
文
庫
、
一
九
一
八
年
）

八
二
〇
ペ
ー
ジ
）。
原
本
未
見
。

（
（
）　

松
浦
史
料
博
物
館
蔵
。
目
録
書
名
『
道
載
賜
明
勅
諭
詩
写
』。
番
号
：
絵
二

−

二
六
三
九
。

掛
幅
・
一
幅
。〔
原
本
〕。
薄
浅
葱
色
無
地
布
表
紙
。
打
付
外
題
「
道
載
贈
明
敕
諭
詩
附
明
神
宗

封
秀
吉
諭　
　
　
　
　

平
戸　

樂
歳
堂
藏
」。
青
色
宝
尽
文
裂
表
装
。
本
紙
（
絹
本
墨
書
）
四
〇
．

三
㎝
×
七
三
．
二
㎝
（
墨
付
一
枚
）。
本
文
一
三
行
一
一
字
（
擡
頭
の
行
一
二
字
）。
引
首
印

「
白
髭
／
書
生
」（
篆
文
陰
刻
）、
落
款
「
亀
井
／
魯
印
」（
篆
文
陰
刻
）・「
道
／
載
」（
篆
文
陽

刻
）。
本
文
末
「
寛
政
戊
午
臘
嘉
平
／
辱
知　

亀
井
魯
拝
草
」。
蔵
書
印
な
し
。
ラ
ベ
ル
。

（
10
）　

松
浦
史
料
博
物
館
蔵
。
目
録
書
名
『
明
神
宗
封
平
秀
吉
日
本
国
王
勅
諭
写
』。
番
号
：
絵

五
三

−

二
七
三
五
。
掛
幅
・
特
大
・
一
幅
。〔
江
戸
後
期
〕
写
。
薄
浅
葱
色
無
地
布
表
紙
、
打

付
外
題
「
明
神
宗
封
平
秀
吉
日
本
國
王
勅
諭
模
本　
　
　
　
　

平
戸　

樂
歳
堂
藏
」。
青
色
宝

尽
文
裂
表
装
。
本
紙
四
九
．
三
㎝
×
一
六
八
．
六
㎝
（
墨
付
一
枚
）。
本
文
六
三
行
一
五
字
（
双

擡
の
行
毎
行
一
七
字
）、
飾
枠
内
法
三
七
．
八
×
一
五
七
．
七
、
同
外
法
四
八
．
四
×
一
六
七
．
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『明神宗贈豊太閤書』の伝来

九
。
奥
書
・
識
語
類
な
し
。
蔵
書
印
「
平
戸
藩
／
藏
書
」（
朱
方
印
、
篆
文
陽
刻
）・「
樂
歳
堂

／
圖
書
記
」（
同
）、
外
題
下
ラ
ベ
ル
貼
付
。
包
紙
一
枚
附
属
（
表
書
外
題
同
然
、
ラ
ベ
ル
貼
付
）。

（
11
）　

益
富
氏
の
初
代
又
左
衛
門
は
、
平
戸
鏡
山
に
住
し
、
は
じ
め
畳
を
商
っ
て
い
た
が
（
そ
の

た
め
屋
号
を
畳
屋
と
い
う
）、
藩
へ
の
多
額
の
献
金
・
海
岸
埋
め
立
て
・
新
田
開
発
な
ど
の
功

で
藩
士
に
列
せ
ら
れ
、
益
富
の
姓
を
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
（『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』
な

ど
）。

（
12
）　
『
鄰
交
徴
書
』
は
豊
前
の
儒
者
伊
藤
松
（
威
山
）
編
の
対
外
関
係
史
料
集
成
で
、
初
篇
・

二
篇
・
三
篇
各
二
冊
よ
り
成
る
。
各
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
天
保
九
・
十
・
十
一
年
の
刊
行
で
あ
る
こ

と
が
刊
記
に
見
え
る
。
伊
藤
の
生
没
年
も
明
ら
か
な
ら
ざ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
書
肆
を
介
し
た
出

版
と
は
見
え
ぬ
（
杉
山
二
郎
「
鄰
交
徴
書
解
説
」（『
鄰
交
徴
書
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五

年
））
の
に
、
各
篇
が
毎
年
版
刻
印
行
せ
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
巻
首
内
題
下
に
「
豊
前　

伊
藤

松
貞
一
輯　

男
鶴
校
」
と
あ
る
の
を
考
え
れ
ば
、
本
人
が
積
極
的
に
出
版
し
た
と
い
う
よ
り
も
、

伊
藤
の
死
後
遺
族
が
生
前
の
彼
の
著
作
を
世
に
出
し
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。『
近
世
漢
学

者
伝
記
著
作
大
事
典
』
に
「
天
保
中
に
歿
す
」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
典
拠
の
定
か
な
ら
ざ
る
と

こ
ろ
か
ら
し
て
、
同
じ
き
推
測
の
も
と
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
先
に
推
す
る
如
く
、

出
版
当
時
伊
藤
が
す
で
に
没
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
本
勅
諭
の
旧
蔵
者
情
報
は
、
刊
行
さ
れ
た

天
保
十
年
当
時
の
情
報
で
は
な
く
、
少
し
く
遡
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
13
）　

い
わ
ゆ
る
「
別
幅
」
の
語
義
に
関
る
が
、
原
本
披
見
の
上
、
文
字
ど
お
り
（
そ
し
て
実
際

の
と
お
り
）
別
添
の
文
書
と
解
し
て
い
れ
ば
、「
諭
日
本
国
王
平
秀
吉
書
幷
別
幅
」
と
は
な
ら

な
い
わ
け
で
、
そ
の
立
場
に
立
て
ば
原
本
未
見
と
判
断
で
き
る
。
一
方
、「
別
幅
」
を
単
に
進

上
品
／
下
賜
品
リ
ス
ト
と
の
意
の
み
で
解
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
1（
）　

な
お
、
成
富
氏
の
い
た
蓮
池
と
亀
井
魯
の
関
係
で
あ
る
が
、
亀
井
は
若
き
日
、
蓮
池
の
大

潮
元
皓
に
師
事
し
て
い
た
。
ま
た
、
元
皓
は
、
以
酊
庵
輪
番
僧
を
務
め
る
な
ど
外
交
・
対
外
関

係
に
明
る
か
っ
た
大
典
顕
常
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。

（
1（
）　

中
村
栄
孝
旧
蔵
。
同
『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
）
中
巻
で

勅
諭
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
の
注
に
て
紹
介
さ
れ
る
史
料
で
あ
る
。
中
村
自
身
の
解
説
に
よ
れ

ば
、「
文
化
年
中
ま
で
の
外
交
文
書
な
ど
を
雑
然
と
筆
録
し
た
も
の
で
、
巻
首
に
「
池
内
氏
家

蔵
」
の
印
が
あ
る
本
の
古
写
本
」
だ
そ
う
で
あ
る
。『
日
鮮
関
係
史
の
研
究
』
中
巻
（
二
〇
八

〜
）
二
〇
九
ペ
ー
ジ
注
�
参
照
。
同
「
豊
臣
秀
吉
の
日
本
国
王
冊
封
に
関
す
る
誥
命
・
勅
諭
と

金
印
に
つ
い
て
」
も
併
せ
参
照
の
こ
と
。
現
在
の
所
在
に
つ
い
て
は
未
詳
（
な
お
、
佐
伯
弘

次
・
伊
藤
幸
司
両
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、
中
村
の
旧
蔵
書
に
つ
い
て
は
ま
と
ま
っ
て
伝
来
し

て
は
お
ら
ず
、
ま
た
戦
後
の
引
揚
げ
に
際
し
持
ち
帰
れ
ぬ
ま
ま
朝
鮮
半
島
に
残
さ
れ
た
も
の
も

多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）。

（
1（
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真
帳
『
慈
照
院
所
蔵
史
料
』（
請
求
記
号
：
六
一
七
〇
．
六

二

−

五
）
第
三
六
冊
の
う
ち
。「
元
式
」
は
古
道
元
式
か
。
古
道
元
式
は
、
相
国
寺
一
一
六
世
、

臨
済
宗
相
国
寺
派
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
一
八
〇
八
年
入
寺
、
一
八
一
九
年
示
寂
で

（https://w
w
w
.shokoku-ji.jp/reference/jushoku/

）、
同
時
代
の
人
で
は
あ
る
。

（
1（
）　

い
ず
れ
も
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共
同
研
究
「
史
料
編
纂
所
所
蔵
明
清
中
国
公
文

書
関
係
史
料
の
比
較
研
究
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
明
清
中
国
関
係
文
書
の
比
較
研
究
』（
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
二
〇
二
一
年
）
に
、
カ
ラ
ー
図
版
お
よ
び
解
説
が
あ
る
。

（
1（
）　

渡
辺
美
季
「
琉
日
関
係
に
お
け
る
明
清
詔
勅
」（『
第
十
二
回
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に
関
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』、
二
〇
二
〇
年
）・
拙
稿
「
図
書
寮
蔵
紅
葉
山
御
文
庫
本
目
録

（
二
）」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
九
、
二
〇
一
八
年
）
等
。

（
1（
）　

こ
の
図
書
寮
本
の
、
亀
井
魯
以
前
の
伝
来
が
現
段
階
で
明
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、

ひ
と
つ
の
難
点
。
本
資
料
も
ま
た
か
の
『
金
印
弁
』
の
著
者
た
る
亀
井
が
一
枚
噛
ん
で
い
る
の

が
無
視
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
無
論
こ
の
点
を
以
て
図
書
寮
本
の
真
贋
を
論
ず
る
わ
け
に

は
ゆ
か
な
い
し
、
そ
れ
よ
り
遡
る
安
永
年
間
に
石
井
又
左
衛
門
家
に
あ
っ
た
こ
と
は
『
慈
照
院

史
料
』
に
よ
っ
て
史
料
全
体
の
姿
と
と
も
に
知
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
こ
の
点
は
一
応
指
摘
し
て

お
く
の
が
良
心
的
だ
ろ
う
か
ら
、
蛇
足
な
が
ら
記
し
て
お
く
。

［
附
記
］
本
稿
の
執
筆
は
、
も
と
故
北
島
万
次
氏
が
『
豊
臣
秀
吉
朝
鮮
侵
略
関
係
史
料
集
成
』（
平

凡
社
、
二
〇
一
七
年
）
を
編
ま
れ
た
折
、
本
勅
諭
の
底
本
と
し
て
『
両
朝
平
攘
録
』
に
代
え
て

図
書
寮
文
庫
本
を
採
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
色
々
と
談
ず
る
う
ち
、
私
自
身
も
強
く
興
味
を
抱
い

て
調
べ
て
み
る
と
、
伝
来
に
つ
き
先
行
研
究
に
は
誤
伝
が
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
こ
と
に
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端
を
発
す
る
。
ま
た
同
時
期
に
伝
来
に
強
い
御
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
米
谷
均
氏
に
も
種
々
の
御

教
示
を
賜
っ
た
。
そ
の
後
、
本
稿
で
詳
述
し
た
よ
う
に
松
浦
清
ま
で
の
伝
来
が
分
か
っ
た
と
こ

ろ
で
、
須
田
牧
子
氏
よ
り
平
戸
模
本
の
存
在
を
教
え
ら
れ
、
併
せ
て
同
氏
の
科
研
（「
中
世
後

期
日
明
関
係
の
人
的
基
盤
の
研
究
─
「
初
渡
集
」「
再
渡
集
」
を
中
心
に
」）
の
調
査
へ
の
同
行

を
も
許
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
際
し
て
須
田
・
遠
藤
珠
紀
両
氏
よ
り
関
係
史

料
・
論
文
等
種
々
の
御
教
示
を
賜
っ
た
こ
と
を
こ
こ
に
附
記
し
、
謝
意
を
表
す
る
。
加
え
て
、

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
共
同
研
究
（「『
江
雲
随
筆
』
の
研
究
資
源
化
─
─
近
世
初
期
日
朝

「
境
界
」
文
書
群
─
─
」）
で
の
各
所
へ
の
調
査
も
本
稿
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

関
係
各
位
に
深
謝
申
し
上
げ
た
い
。
か
つ
種
々
の
御
教
示
と
各
模
本
の
実
見
の
機
会
と
を
く
だ

さ
っ
た
松
浦
史
料
博
物
館
・
古
河
歴
史
博
物
館
へ
も
改
め
て
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
。

　

ま
た
前
号
所
載
拙
稿
註
（
11
）
に
関
し
、『
文
字
景
』
に
九
条
本
の
ツ
レ
と
書
か
れ
て
い
る
と

の
御
指
摘
を
頂
い
た
。
当
然
に
僚
巻
と
の
指
摘
と
読
む
べ
き
だ
が
、
慎
重
を
期
す
あ
ま
り
「
僚

巻
た
る
こ
と
を
明
示
し
な
い
」
な
ど
と
曖
昧
な
表
現
を
し
、
却
っ
て
理
解
の
妨
げ
に
な
っ
た
と

思
う
。
他
に
も
同
じ
よ
う
に
思
わ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
補
足
す
る
。

関係年表
年 月 日

万暦 23（1595）正 21 明神宗，日本国王平秀吉に勅諭を賜る
万暦 3（（1606）夏 両朝平攘録成る
元禄 元（1688） 異称日本伝成る
安永 10（1781）〔　〕〔　〕慈照院本勅諭写作らる，この頃勅諭蓮池石井又左衛門の許にあり
寛政 10（1798） 12 亀井魯，松浦清に勅諭を贈る，この後松浦模本作らる
文政 10（1827） 10 3 尾崎雅嘉没，これより先，続異称日本伝成る
天保 （（1838） これより先，佐藤坦，松浦清より勅諭を預り，同好の人々と交渉す
天保 （（1838） （ 13 徳川斉昭，佐藤に勅諭返却，この頃彰考館で模本作製か
天保 （（1838） （ 21 佐藤，松浦より勅諭を譲らる
天保 （（1838）④ 1（ 佐藤，松浦へ礼物を呈す，この頃古河写本作製か
天保 （（1838） 12 鄰交徴書初篇刊行始む，これより先，編者伊藤松没したるか
天保 10（1839） 12 鄰交徴書二篇（勅諭所収の篇）成る（この頃勅諭蓮池成富氏にありという（存疑））
天保 11（1840） 10 鄰交徴書三篇成り，同書完結す
安政 （（1859） （ 2（ 佐藤坦没，この後勅諭佐藤家より塩谷良翰に渡る
明治 1（（1884） （ （ 杉孫七郎，博物局長兼務を仰付けらる
明治 1（（1884） 10 1（ 杉，博物局長兼務を解かる
明治 1（（1884） 12 博物局，勅諭御買上

明治 21（1888） 『東洋学会雑誌』に勅諭が紹介さる（第2編第（・（号）（この頃塩谷の許にありと
いう（存疑））

明治 2（（1892） （ （ 帝室宝器主管より図書寮へ内事課本を移管
昭和 2（（1949） 官制を改め，図書寮等廃止，書陵部に改組
平成 元（1989） 11 書陵部展示会「古代・中世の対外関係史料」で展示
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附
録　

勅
諭
本
文
の
異
同

（
対
校
本
略
称
：
両
紅
葉
山
文
庫
本

両
朝
平
攘
録	

江
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
謄
写
本
江
雲
随
筆	

慈
慈
照
院

史

料	

異
図
書
寮
本
異

称
日
本
伝	

志
東
京
大

学
史
料

編
纂
所
蔵
影
写

本
志
手
文
書	
鄰
慶
應
義
塾
図
書
館

蔵
鄰
好
徴
書
刊
本	

続
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

謄
写
本
続
異
称
日
本
伝	

古
古
河
歴
史
博

物
館
蔵
写
本	

旁
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
蔵
謄
写

本
明
万
暦
帝
贈

豊
太
閤
書
旁
釈	

片
図
書
寮
本

片
玉
集
）

皇
帝
敕
諭
日
本
國
王
平
秀
吉

朕
恭
承

天
命
君
臨
萬
邦
豈
獨
乂4

安
中
華
将
使
薄
海
内	

而
（
江
）

外
日
月
照
臨
之
地
罔
不
樂
生
而
後
心
始

慊
也
爾
日
本
平
秀
吉
比
稱
兵
于
朝
鮮
夫

朝
鮮
我
天
朝
二
百
年
恪
守
職
貢
之
國
也

告
急
于4

朕
朕4

是
以
赫
然
震
怒
出
偏
師

4

4

4

以	

於（
両
江
異
）	
Ｃ（
片
）世（
江
）ナ
シ（
片
）邸（
江
）

救
之
殺
伐
用
張
原
非
朕
意
廼4

爾
将
豐
臣	

ナ
シ
（
片
）

行
長
遣
使
藤
原
如4

安
来
具
陳
稱
兵
之
由	

知
（
江
）

本
為
乞
封
天
朝
求
朝
鮮
轉
達
而
朝
鮮
隔

越
聲
教
不
肯
為
通
輒
爾
觸
冒4

以
煩
天
兵	

昌
（
異
）

既
悔
禍
矣
今
退
還
朝
鮮
王
京
送
回
朝
鮮

王
子
陪
臣
恭
具
表
文
仍
申
前
請
經
略
諸

臣
前
後
為
爾
轉
奏
而
爾
衆
復
犯
朝
鮮
之

晉
州
情
屬
反
覆
朕
遂
報
罷
邇4

者
朝
鮮
國	

爾
（
両
江
異
）

王
李
昖
為
爾
代
請
又
奏
釜
山
倭
衆
經
年

無
譁
專
俟
封
使
具
見
恭
謹4

朕
故
特
取
藤	

誠
（
両
江
異
）

原
如
安
来
京
令
文
武
羣
臣
會
集
闕
廷
譯

審
始
末

4

4

并
訂
原
約
三
事
自
今
釜
山
倭
衆	

如
（
片
）
未
（
慈
片
）

盡
數
退
回
不
敢
復
留

4

4

一
人
既
封
之
後
不	

留
住
（
両
江
異
）

敢
別
求
貢
市
以
啓
事
端
不
敢
再
犯
朝
鮮

以
失
鄰
好
披
露
情
實
果4

爾
恭
誠
朕
是
以	

杲
（
志
）

推
心
不
疑
嘉
與
為
善
因
勑
原

4

4

差
遊
撃
沈	

敦々勑
厚
（
江
）

惟
敬
前
去
釜
山
宣
諭
爾
衆
盡
數
歸
國
特4	

持
（
旁
）

遣
後
軍
都
督
府
僉
事4

署
都
督
僉
事
李
宗	

書
（
両
江
異
）

城4

為
正
使
五
軍
營
右

4

4

副
将
左
軍
都
督
府	

誠
（
江
鄰
）
右
軍
（
片
）

署
都
督
僉
事
楊
方4

亨
為
副
使
持
節
齎
誥

4

4	

芳
（
両
異
）
賚
（
両
）
詰
（
続
古
）

封
爾
平
秀
吉
為
日
本
國
王
錫
以
金
印
加

以
冠
服
陪
臣
以
下
亦
各
量
授
官
職
用
溥4	

得
（
片
）

恩
賚
仍
詔
告
爾
國
人
俾
奉
爾
號
令
毋
得

違
越
世
居
爾
土
世
統
爾
民
盖
自
我

成4

祖
文
皇
帝
錫
封
爾
國
迄
今
再
封
可
謂
曠
世	

世
（
江
）

之
盛
典
矣
自
封
以
後
爾
其
恪
奉
三
約
永

肩
一
心
以
忠
誠
報
天
朝
以
信
義
睦
諸
國

附
近
夷
衆
務
加
禁
戢
毋
令
生4

事
于4

沿
海	

王
（
片
）
於
（
両
江
異
）

六
十
六
島
之
民
久
事
徴
調
離
棄
本
業
當

加
意
撫
綏
使
其
父
母
妻
子
得
相4

完
聚
是	

ナ
シ
（
片
）

爾
之
所
以
仰
體
朕
意
而
上
答

天
心
者
也
至
于4

貢
獻
固
爾
恭
誠
但
我
邉
海
将	

於
（
両
江
異
）

吏
惟
知
戰
守
風
濤
出
沒
玉
石
難
分
效
順

既
堅
朕
豈
責
報
一
切
免
行
俾
絶4

後
釁
遵	

爾
（
両
江
異
）
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（ 31 ）

『明神宗贈豊太閤書』の伝来

守
朕
命
勿
得
有
違

天
鍳
孔
嚴
王4

章
有
赫
欽
哉
故
諭

頒
賜國

王紗
帽
一
頂
〈
展
角
全4

〉

金
箱
犀
角
帯
一
條4

常
服
羅
一
套

大
紅
織
金
胷
背
麒
麟
圓4

領
一
件

青
褡
𧞤
一
件　
　
　

綠
貼
裏
一
件

皮
弁
冠
一
副

七
旈
皂
縐
紗
皮
弁
冠
一
頂
〈
旈
珠
金
事
件
全4

〉　

玉
圭
一
枝

4

4

4

4

〈
袋
全

4

4

〉

五
章
絹
地
紗
皮
弁
服
一
套

大
紅
素
皮
弁
服
一
件　

素
白
中
單
一
件　

纁
色
素
前
後
裳
一
件

纁
色
素
蔽
膝
一
件
〈
玉
鈎
全
〉	

纁
色
粧
花
錦
綬
一
件
〈
金4

鈎
玉
玎
璫
全

4

4

4

〉

紅
白
素
大
帶
一
條4　
　

大
紅
素
紵
絲4

舃
一
雙
〈
襪4

全
〉

丹
礬
紅
平
羅
銷4

金
夾
包
袱
四
條

紵
絲
二
疋

黒
綠
花
一
疋4　
　

深
青
素
一
疋4

羅
二
疋4

黒
綠
一
疋4　
　
　

青
素
一
疋4

白
氁4

綠
布

4

4

十
疋4

萬
暦
二
十
三
年
正
月
二
十
一4

日

玉
（
片
）

以
下
一
九
行
両
江
異
ナ
シ

ナ
シ
（
志
）

絛
（
慈
）

図
（
古
）

金
（
片
）
コ
ノ
六
字
ナ
シ
（
旁
）
六
字
中
圭
字
作
至
全
字
作
金
（
片
）

全
（
片
）
釘
鐺
（
慈
旁
）
ナ
シ
（
片
）

絛
（
慈
）
綠
（
古
）
ｉ
（
古
）

綃
（
鄰
）

以
下
三
行
疋
作
匹
（
片
）

ｋ
（
片
）
絲
（
続
志
慈
片
）
ナ
シ
（
片
）
匹
（
片
）

三
（
江
）
コ
ノ
一
行
頒
賜
品
前
ニ
ア
リ
（
鄰
○
小
字

双
行

旁
）
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